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まえがき 

この規格は，産業標準化法第 14 条第 1 項の規定に基づき，認定産業標準作成機関である一般財団法人

日本規格協会（JSA）から，産業標準の案を添えて日本産業規格を制定すべきとの申出があり，経済産業

大臣が制定した日本産業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実用新案権に関わる確認に

ついて，責任はもたない。 

 

 



 
 

著作権法により無断での複製、転載等は禁止されております。 

日本産業規格（案）       JIS 
 C 5967-1：0000 
 (IEC 63267-1：2023) 

光ファイバ接続デバイス及び光受動部品－ 
光ファイバコネクタ光学互換標準－ 

第 1 部：曲げ損失低減形マルチモード 50 µm コア

光ファイバ－ 
通則 

 Fiber optic interconnecting devices and passive components - Fiber optic 
connector optical interfaces - Part 1: Enhanced macro bend loss multimode 

50 µm core diameter fibers - General and guidance 
 

序文 

この規格は，2023 年に第 1 版として発行された IEC 63267-1 を基に，技術的内容及び構成を変更するこ

となく作成した日本産業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。 

0.1 概要 

光ファイバコネクタ光学互換標準は，2 本の光ファイバ間の光学的仕様を満たすための幾何学的な寸法

及び材料の要求条件である。この規格は，接続状態の光学互換標準として，挿入損失及び反射減衰量に影

響する必要不可欠な特徴で構成している。 

JIS C 5967 規格群は，マルチモード接続のための光学互換標準で構成されており，JIS C 6832 に規定す

る SGI-50/125A1b から SGI-50/125A4b までのマルチモードファイバを対象として，850 nm 帯における光コ

ネクタ光学互換に関する一般的な情報を示す。 

JIS C 5967 規格群は，基準点に対する光ファイバのコアの位置並びに，軸ずれ，角度ずれ，コア径，開

口数，端面間隙及び端面の加工変質層の状態という主要なパラメータを規定する。また，適切な試験方法

についても併せて明確にしている。 

このマルチモードの規格群には，国際標準である光学互換標準を含む。製品のそれぞれの光学互換標準

寸法は，整合性又は互換性の試験を行わなくても再現性よく機能するために不可欠な情報を含む。 

光学互換標準は，次に示す様々なカテゴリの日本産業規格又は IEC 規格と併用されることを意図してい

ることが重要である。 

－ かん合標準 
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－ 試験及び測定方法 

－ 性能標準 

－ 信頼性技術報告書 

かん合標準は，JIS C 5964 規格群に基づき，製品形式又は系列に従う全ての製品同士で，接続又は切離

しを可能とするために不可欠な情報を規定する。 

JIS C 61300-2 規格群及び JIS C 61300-3 規格群に基づく試験及び測定方法は，主要なパラメータの規定

に必要な測定の仕方を規定する。 

IEC 61753 規格群に基づく性能標準は，与えられたシステム環境で，必要な初期特性を満足するための

設計を行えるように条件を規定する。  

信頼性技術報告書は，定められた期間内に製品が要求機能を満足し続けるかどうかを，使用者及び製造

業者が評価する指針を与える。 

光学互換標準を規定する二つの基本的な光伝送性能パラメータは，挿入損失及び反射減衰量である。こ

れらのパラメータは，光学互換標準において異なる物理的制約を受ける。環境条件も，光学互換標準の性

能に影響を与え，特定の性能規格で規定された環境において，要求機能を満たすために物理的及び機械的

寸法の要求事項を明確にする。 

材料及び製造工程も光学互換標準に影響をするため，この規格では，最大寸法公差を許容可能な寸法に

規定する。JIS C 5967 規格群では，IEC 61753-1 で規定する異なる性能カテゴリに応じる材料及び適合性

を定義する。例えば，ジルコニアフェルールは，あらゆる環境カテゴリに適用可能であるが，角形フェル

ールのような熱硬化性樹脂材料の中には，カテゴリ C だけに適用可能なものもある。 

光学互換標準は，同一種類の光ファイバ同士をランダムに接続した場合における接続損失及び反射減衰

量の要求条件を満足するように規定する。 

0.2 階層的関係 

光学互換標準及びかん合標準の階層的関係を，図 1 に示す。 
 光学互換標準：第 1 部（JIS C 5967-1） 

通則   

 

光学互換標準：第 2 部（JIS C 5967-2）  
光ファイバ同士，光接続要求，例えば，光ファイ

バ支持構造を除いた軸ずれ，角度ずれ，モードフ

ィールド径の不整合   

 

光学互換標準：第 3 部（IEC 63267-3） 

光ファイバ支持構造，光ファイバコネクタ端面及

び材料の変形特性，例えば，フェルールの場合，

球面偏心量，光ファイバ引込み量及び第 2 部の性

能要件に合うために必要な光ファイバ位置   
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かん合標準，JIS C 5964（規格群）  
光ファイバコネクタ結合寸法など  
例えば，フェルール押圧力   

図 1－光学互換標準及びかん合標準の階層的関係 

1 適用範囲 

この規格は，曲げ損失低減形マルチモード 50 µm コア光ファイバ用光学互換標準について規定する。こ

の規格には，引用規格，この規格群の構成，定義及び光学互換標準の等級が含まれる。この等級は，コア

径及び開口数の不整合を含む，光ファイバコネクタ間のランダム接続の規定された特性に基づく。 

この規格は，光学互換標準を作成する際の規則について説明する。また，適切な試験方法も規定する。 

注記 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 
IEC 63267-1:2023，Fibre optic interconnecting devices and passive components - Fibre optic connector 

optical interfaces - Part 1: Enhanced macro bend loss multimode 50 µm core diameter fibres - General 
and guidance（IDT） 

なお，対応の程度を表す記号“IDT”は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，“一致している”こと

を示す。 

2 引用規格 

次に掲げる引用規格は，この規格に引用されることによって，その一部又は全部がこの規格の要求事項

を構成している。これらの引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS C 5967（規格群） 光ファイバ接続デバイス及び光受動部品－マルチモード光ファイバコネクタ

光学互換標準 

注記 対応国際規格における引用規格：IEC 63267(all parts)，Fibre optic interconnecting devices and 
passive components – Fibre optic connector multimode optical interfaces 

JIS C 61280-1-4 光ファイバ通信サブシステム試験方法－第 1-4 部：一般通信サブシステム－光源エ

ンサークルドフラックス測定 

注記 対応国際規格における引用規格：IEC 61280-1-4，Fibre optic communication subsystem test 
procedures – Part 1-4: General communication subsystems – Light source encircled flux measurement 
method 

JIS C 61300（規格群） 光ファイバ接続デバイス及び光受動部品－基本試験及び測定手順 

注記 対応国際規格における引用規格：IEC 61300(all parts)，Fibre optic interconnecting devices and 
passive components – Basic test and measurement procedures 

JIS C 61300-3-6 光ファイバ接続デバイス及び光受動部品－基本試験及び測定手順－第 3-6 部：反射

減衰量測定 

注記 対応国際規格における引用規格：IEC 61300-3-6，Fibre optic interconnecting devices and passive 
components – Basic test and measurement procedures – Part 3-6: Examinations and measurements - 
Return loss 
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JIS C 61300-3-34:2023 光ファイバ接続デバイス及び光受動部品－基本試験及び測定手順－第 3-34
部：ランダム接続時の挿入損失 

注記 対応国際規格における引用規格：IEC 61300-3-34:2009，Fibre optic interconnecting devices and 
passive components – Basic test and measurement procedures – Part 3-34: Examinations and 
measurements – Attenuation of random mated connectors 

JIS C 61300-3-45:2025 光ファイバ接続デバイス及び光受動部品－基本試験及び測定手順－第 3-45
部：検査及び測定－多心光ファイバコネクタのランダム接続時の挿入損失 

注記 対応国際規格における引用規格：IEC 61300-3-45:2023，Fibre optic interconnecting devices and 
passive components – Basic test and measurement procedures – Part 3-45: Examinations and 
measurements – Attenuation of random mated connectors multi-fibre connectors 

3 用語及び定義 

この規格で用いる主な用語及び定義は，次による。 

注記 JIS C 5962 の箇条 3（用語及び定義）を参照。 

ISO 及び IEC では，標準化で用いる用語集のデータベースを次のアドレスで管理している。 

－ IEC Electropedia: http://www.electropedia.org/

－ ISO Online browsing platform:https://www.iso.org/obp 

3.1 
エンサークルドフラックス，EF（encircled flux） 

全出力光パワーに対するニアフィールド光パワーの総和の割合 

注釈 1 光ファイバコアの光学中心から測った半径方向の距離 r の関数として表し，式(1)で定義する。 

  
 

 
0

0

 

r

R

xI x dx
EF r

xI x dx




 (1) 

 ここで， I(x)： 光ファイバコアの光学中心から測った半径方向の距離 x に対する 

ニアフィールド光強度分布 

  R： 積分範囲の最大値 

注釈 2 エンサークルドフラックスの測定方法は，JIS C 61280-1-4 で規定されている。 
（出典：JIS C 61300-1:2024 の 3.1.10） 

3.2 
接続 0，C0（connection zero） 

ランダムなコードを励振コードに連結した場合の最初のかん合部 

注釈 1 接続 0 は，モード結合及びモード損失差によって励振状態を変える傾向がある。 

3.3 
接続 1，C1（connection one） 

与えられた挿入損失等級を決定するために用いられ，二つのランダム接続をもつリンク内の 2 番目のか

ん合部 
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注釈 1 C1 における推定損失は，パワー分布がどれだけ変化するかに関して C0 での接続に依存する。 

3.4 
励振条件（launch condition） 

接続 1 における，接続 0 を通過した結果として生じる励振状態の集合 

注釈 1 接続 0 での励振は，モンテカルロシミュレーションによって生成される。接続 0 における励振

条件は，目標とするエンサークルドフラックスによって規定される。 

3.5 
光ファイバコア径（fiber core diameter） 

コア直径の物理的サイズ 
注釈 1 単位はマイクロメートル（um）である。 

3.6 
光ファイバ開口数（fiber numerical aperture） 

光ファイバが光を受けたり放出したりできる角度範囲 

注釈 1 開口数は無次元数である。 

注釈 2 JIS C 6820:2023 の JA.1 では下記のように記載している。 

光ファイバのコアから出射（又はコア内へ入射）する最大円すい状光線の頂点の角度を 2θと

し，光ファイバが存在する媒質の屈折率を nとするとき，n sinθの値。 

3.7 
光ファイバコア偏心（fiber core eccentricity） 

光コネクタの円筒座標系において，想定される基準点に対する光ファイバ軸の半径方向及び角度方向の

位置 

3.8 
光ファイバコアの傾き角度（fiber core tilt angle position） 

光コネクタの円筒座標系において，z 方向の想定される水平方向の光ファイバ軸に対する光ファイバ軸

の傾き角度 

3.9 
接触領域（contact area） 

二つの同一な光学接続面を，既定の条件下で対向させたときに接触する光学接続面の全領域 

3.10 
ディフェクト（defect） 

端面又はフェルールに生じる非線形の表面特徴であり，ピット，欠け，エッジチッピング及び除去でき

ない汚染を含む 

注釈 1 スクラッチはこの定義から除外する。 

3.11 
スクラッチ（scratch） 

ファイバ端面が損傷を受けて生じた恒久的な表面形状であり，損傷領域の幅が長さに比べて小さく，そ

の長さと幅との比が 5:1 以上であるもの 

3.12 
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加工変質層（high index layer） 
研磨していないクリーブされた光ファイバより屈折率が高い，光ファイバ端面の変質した部分 
（出典：JIS C 5965-1:2009 の 3.9） 

3.13 
端面表面状態（end face boundary condition） 

成端工程を全て終えた光学互換の表面状態 

3.14 
端面間隙損失（end face separation losses） 

二つの光ファイバが，損失が最小となるアライメント位置から軸方向に離れたときに生じる挿入損失 

3.15 
軸ずれ損失（lateral offset losses） 

二つの光ファイバにおいて，損失が最小となるアライメント位置から軸ずれを起こしたときに生じる挿

入損失 

3.16 
光学的基準点（optical datum target） 

光ファイバのコア中心又は光導波路の中心が位置する互換寸法における理論上の基準点 

3.17 
光学互換標準（optical interface standard） 

挿入損失及び反射減衰量の性能並びに対向した光ファイバの環境安定性の要求を満たさなければならな

い条件を定めた規格群 

4 構成 

光ファイバコネクタ光学互換標準は，2 本のマルチモード光ファイバ間の光学的仕様を満たすための幾

何学的な寸法及び材料の要求条件である。この規格は，光コネクタの挿入損失及び反射減衰量に影響する

必要不可欠な特徴で構成している。この規格は，JIS C 6832で定義されたSGI-50/125A1bからSGI-50/125A4b
までに基づくマルチモードファイバの光学互換に関する一般的な情報を示す。 

JIS C 5967 規格群は，表 1 に示すように様々な規格で構成されている。 
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表 1－構成 

規格分類及び番号 適用 パラメータ例 

JIS C 5967-1 
通則  

文書構成，定義，性能等級，

設計された光学互換標準の基

で与えられた等級及び規則  

定義  
等級  
主要パラメータ  

JIS C 5967-2（規格群）  光ファイバ同士の互換  端面分離  
端面角度  
エンサークルドフラックス励振

条件  
光ファイバ開口数  
光ファイバコア径  
端面加工変質層  
軸ずれ  

IEC 63267-3（規格群）  光コネクタ，フェルール，又

は他の光ファイバ支持構造

（該当する場合）  

球面偏心量  
光ファイバ引込み量  
光ファイバコア偏心  
材質（フェルール，割りスリー

ブなど）  
 
角形フェルールの場合，次のパ

ラメータが適用される  
コアディップ  
光ファイバ高さ  
光ファイバアレイマイナスコプ

ラナリティ  
隣接する光ファイバ高さの差異  
X 軸方向の端面角度  
Y 軸方向の端面角度  
X 軸方向の端面半径  
Y 軸方向の端面半径  
光ファイバ先端球面半径  
フェルール端面の軸方向の力  
フェルール及び光ファイバの材

料定数  
フェルールガイド穴内のアライ

メントピンの摩擦力  

注記：IEC 63267-3（規格群）は作成計画中である。IEC 63267-3 規格群に対応した JIS を制定予定で

ある。  
 

 

5 光学的基準点 

光ファイバコネクタの機械的かん合標準（JIS C 5964 規格群参照）で規定する光学的基準点は，全ての
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成端工程を完了した後の光ファイバコアの中心点が位置しなければならない点とする。光学互換標準の各

部は，適用可能なパラメータ（定義された性能特性を得るために，各パラメータは，理想的な位置近くに

ある。）の許容限界を定義する。例えば，次のとおりである。 

－  JIS C 5967-2 規格群は，規定の光性能等級を確保するために，物理的に接触する光ファイバ接続にお

ける励振条件（エンサークルドフラックス），軸ずれ，光ファイバコア径及び開口数の許容限界を定義

する。 

－  IEC 63267-3 規格群は，光ファイバコネクタ用の光ファイバコア偏心（半径方向及び角度方向）及び

端面形状パラメータの許容限界を定義する。 

－ 光コネクタかん合標準（JIS C 5964 規格群）は，キー位置決め精度及び接触力などを定義する。 

6 試験方法 

それぞれの試験において，標準の試験方法を明確に規定しなければならない。試験方法は JIS C 61300 規

格群から選択する。不可能な場合は，他の試験方法を規定してもよい。標準的でない試験方法を実施する

場合，試験方法及び詳細を光学互換標準の適切な附属書で規定しなければならない。 

7 光学互換標準の等級 

光学特性は，挿入損失等級と反射減衰量等級との任意の組合せで定義する。マルチモードの挿入損失等

級は，アルファベットの大文字に添字“m”を付した表記，例えば，Am，Bm などによって表し，ランダム

接続時に期待する性能を規定する。マルチモードの反射減衰量等級は，数字に添字“m”を付した表記，例

えば，1m，2m などによって表し，ランダム接続時に期待する性能を規定する。これら二つの等級の組合せ

は，スラッシュ（/）を用い，光学互換標準の要求性能を表す（例えば Bm/1m，Cm/2m など）。 

Bm/1m，Cm/2m などの意味及び数値は普遍的であり，使用者は要求特性などを容易に確認可能である。光

学互換標準の等級は普遍的であるが，これらの値を達成するために必要な光ファイバコネクタ又は光ファ

イバ支持構造（例えば，フェルール）は，変更されることがある。同じ光ファイバコネクタ類（例えば，

円筒形フェルール，角形フェルールなど）であれば，IEC 63267-3 規格群で定義する全てのフェルール材

料は，最も等級が低い性能等級で相互接続可能であることを意図する。IEC 61753-1 による環境カテゴリ

への適用性は，関連する IEC 委員会によって証明される。 

光学互換標準は，JIS C 5967-2 規格群及び IEC 63267-3 規格群に記載されている。 

マルチモードの光学互換標準等級を，表 2 及び表 3 に示す。 

 

表 2－測定波長 850 nm におけるマルチモード挿入損失等級 

単位 dB  
挿入損失等級 挿入損失  

97 %以上 a) 
平均挿入損失  

Am 現時点で指定なし  現時点で指定なし  

Bm 0.6 以下  0.30 以下  

Cm 1.0 以下  0.50 以下  
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Dm 現時点で指定なし  現時点で指定なし  

注 a) ランダムに接続した光ファイバコネクタが指定したレベルの挿入損失を満たす確率は，97 %以上である。

この特性は，光ファイバコネクタのパラメータ（光ファイバコア径，開口数の不整合，軸ずれ）の統計

学的な分布を考慮すること，及び 850 nm の波長の基準値を使用することによって得られる。試験は，円

筒形フェルールの場合は JIS C 61300-3-34：2023（方法 1），角形フェルールの場合は JIS C 61300-3-45：
2025（方法 1）に基づいて実施しなければならない。上記のパラメータの分布は JIS C 5967-2 規格群に

記載されている。 

 

表 3－PC 接続形フェルール設計の 850 nm におけるマルチモード反射減衰量 

単位 dB 
反射減衰量等級  反射減衰量（接続状態）a) 

1m 
接続している状態で 45 以上  

接続していない状態で 35 以上  

2m 20 以上  

注 a) 試験は，JIS C 61300-3-6 に基づいて実施しなければならない。 

 

8 主要パラメータ 

マルチモード光ファイバの光学特性に影響を与える主要パラメータは，次のとおりである。 

－ 励振条件及び光ファイバ端面間隙 

－ 光ファイバの軸ずれ 

－ 光ファイバ端面角度 

－ 光ファイバ端面の加工変質層 

－ 光ファイバ端面表面状態（光ファイバの角度ずれの影響については研究が行われており，重要でない

ことが確認されている。） 

マルチモード挿入損失に影響を与える主要パラメータは，次のとおりである。 

－ 励振条件 

－ 光ファイバコアの軸ずれ 

－ 光ファイバコア径 

－ 開口数の不整合 

9 材料 

光コネクタの製造に使用する材料は，箇条 8 に規定する幾つかの主要パラメータに影響を与える。材料

及び寸法の詳細は，JIS C 5967 規格群及び IEC 63267-3 規格群に記載されている。 
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